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※GST（Goods and Services Tax）：インドで商品およびサービスの供給に対して課される間接税 

２． FSC 社の概要 

(1) 商号 Future Supply Chain Solutions Limited 

(2) 所在地 
7th Floor, 349 Business Point, Western Express Highway, 

Andheri (East), Mumbai, Maharashtra 400069 India 

(3) 代表者の氏名・役職 
Rakesh Biyani (Chairman & Non-Executive Director),  

Mayur Toshniwal (Managing Director) 

(4) 事業内容 インドにおける、3PL・エクスプレス・温度制御物流 

(5) 資本金 ４０１百万ルピー 

(6) 設立 ２００６年 

(7) 上場 ボンベイ証券取引所に上場（２０１７年１２月１８日） 

 

３． 本株式取得の内容 

(1) 既存株式の譲受 株式譲渡契約により、機関投資家から 5,863,475 株を譲受 

(2) 新株発行株の引受 株式割当契約により、FSC 社から 3,789,350 株を引受 

※既存株式の譲受および新株発行の引受に伴い株主間契約を Future Group と締結 

 

４． 取得前後の出資持分比率の状況 

(1) 異動前の出資持分比率 0.0％ 

(2) 既存株式の譲受 13.4％（3,893.3 百万ルピー、約 60 億円） 

(3) 新株発行の引受 8.6％（2,516.1 百万ルピー、約 39 億円） 

(4) 異動後の出資持分比率 22.0％ 

※持分比率は、新株発行後の比率 

 

５． 日程 

(1) 取締役会決議日 2019 年 9 月 20 日 

(2) 株主間契約締結日 2019 年 9 月 20 日 

(3) 株式譲渡契約締結日 2019 年 9 月 20 日 

(4) 株式割当契約締結日 2019 年 9 月 20 日 

(5) 全出資持分取得完了日 2020 年 1 月（予定） 

 

６． 今後の見通し 

本株式取得の当社の 2020 年 3 月期連結業績に与える影響は軽微です。 
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